
第７次南知多町総合計画　施策評価書 1

1-6
１．現状と課題

２．目指すべき将来像

３．将来像の実現に向けて

４．主な予算事業
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基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 豊かな自然を活かしたひとづくり

町内外で実施された各種のアンケートでは、町民や移住希望者の自然を重視する結果が出ており、選ばれるま
ちであるためには、自然とふれあう機会の充実が重要と考えられます。

多くの方にとって本町が、住みたい・住み続けたい・戻りたいと思えるように、自然と親しむ機会が確保されること
を目指します。

・地域への愛着づくりや、移住、事業承継のきっかけづくりとして、農・漁業体験や、自然とふれあうプログラムの
充実を図ります。
・より多くの方が余暇に自然と親しむため、自然のなかで行うアウトドア等の活動の普及・展開を支援します。
・また、上記の取り組みができるよう、美しい自然を守る活動の普及・展開を支援します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

環境保全対策事
業費

環境課
住民と行政の協働による環境美化と地域環境の保全に努めま
す 21,941 49,991 Ａ 2-57

4-11-
1

農業土木一般管
理費

建設課
農地や農業用施設の保全と質的向上を図る地域共同の取り
組みを支援します 11,334 11,199 Ａ 2-44

4-06-
3

地方創生推進事
業費（空き家・ま
ちづくり推進事
業）

まちづくり推
進室

協働と連携のまちづくりの推進と定住・交流人口の増加を目指
します 12,009 16,800 Ｂ 2-53

4-05-
3

保育所一般管理
費

健康子育て
室

保育サービスの充実を図ります 150,017 128,392 Ａ 2-8
4-13-
3

子育て支援セン
ター・どんぐり園
事業費

健康子育て
室

子育て支援センター（おひさま）、どんぐり園の充実を図ります 4,102 2,226 Ａ 2-9
4-13-
4

放課後児童健全
育成事業費

健康子育て
室

放課後児童クラブの充実を図ります 8,628 11,556 Ａ 2-10
4-13-
5

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9578  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○町内の野山，河川，海などへ出かけ、自然と親しんでいる（個人）。
○子どもを自然の中で遊ばせ、自然との付き合い方を学ばせる（個人）。
○農・水産業体験、地元の食材を使った料理体験、アウトドア体験などの機会を提供する（事業者）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①町内危険箇所の把握を、古いデータを毎年見更新するのではなく、毎年見回りをして住民の声をもとに町内の安全を守っていただきたい。
②県には森と緑づくり税等があって、行政で独自の取り組みを提案しても要綱通りであれば交付金で実行したり整備したりできる。提案し新たな業務として
遂行できるような余裕のある職員がいないのではないか？自然を求めて、学びを求めて観光に来る人たちを気持ち良く受け入れる場所がほとんどない。
もったいない！様々な交付金や補助金もあり、自然公園地域でもある。太陽光発電の乱開発に何の手を打てないまま景観を損ねて行くくらいならば、多少
荒れた里山でも、手入れをし、公園化し、町(行政)で管理しても良いのではないか。事例ならばある。きっと、働き盛りの子育て世代を招き入れるにはこう
いった一見子育てと関係なさそうな取り組みが大きく影響すると当事者世代は思う。
③皆が困っているゴミ分別の労力、費用負担をなくすため、暮らしやすい町づくり推進事業費へ改正。
④太陽光パネルの設置を禁止しろ。環境破壊させてるくせにこんな質問するな。
⑤各地区も空き家対策で苦慮しているので、空き家リホームプロゼロクトを企画する。
⑥ウォーキングコースの開発。
⑦建築学科のある大学の学生ゼミでリホームする空き家を提供し実技を体験し完成させる。
⑧各地区で1軒をリホームしてコンテストして各大学競わせる（メデアに発信）。
⑨コロナ禍で屋内より、屋外に目を向けるという意味で自然に触れ合う事は大切だと思う。美しい自然は観光へもつながるのでは。
⑩建前は自然に囲まれた生活だが、現代人としての便利な暮らしは手放したくないという本音は存在する。例えばwi-fiの整備。ワーケーションにはもちろ
ん田舎暮らしをSNSにアップするにも必須。未整備の旅館ホテルや商業施設などに補助金を出すべき（美浜町はすでにしてます！）
⑪整備された観光地が増えると良いと思う。貝がら公園など。
⑫移住も必要だが、自分の住む町の魅力を知って、若い人が定住することがとても大切。嫁や婿を連れてくる。都会からのリターン。
⑬町の自然もずいぶんと破壊されて無残になっていますがまだ残っている自然を活かして漁協を連携して海の自然や生物を大切に保存することが重要か
と思います。
⑭孫が実家に来た時は、海に畑に体験させている。自然体験です。
⑮移住者を受け入れようとする町(職員)の意欲がみられない。本心受け入れたいと思っているのか疑問である。町が真剣になれば、町民もついてくるは
ず。
⑯活動していても、役場関係者の姿が見えない。
⑰総合計画の議論でも、自然や観光を重視した南知多の特色を出すべきだとする意見が多く出されました。この点での施策や予算が不足しています。現
在公募している施策でも予算や内容への制約が多く、らに強化する必要があります。
⑱太陽光パネルや、風力発電、大規模事業の参入は、自然を破壊し、自然豊かな風景を壊すため、誘致するのではなく、作らせないことを強く願う。
⑲美浜町のオレンジラインように、南知多の自然豊かな里山を歩くハイキングロードを整備してほしい。そして、それをもっと宣伝すればいいと思う。
⑳ソーラーが里山を壊しており強く懸念している。災害時の雨水が河川の氾濫に繋がらないか、雨水計画は大丈夫なのか。東浦町では国の里山保全の
補助金を利用して一部地域の保護を行ったと聞いたが、南知多はそうした対策はしないのか。緑豊かな南知多がソーラーだらけになってしまう。町から県
にも訴えてソーラーを拡大させないで欲しい。15年20年後に企業が倒産したらソーラーパネルの処分は町がするのか。
豊田市旭地区で実施されている「ガキ大将要請講座」のような、親も子も自然（里山）の中での生きる術を学べるような機会があればいいと思う。町内外
にこの地域の魅力を伝えることができ、人口維持、増加に役立つと思う。
安全に自然に接するエリアを作り、エリア内には太陽光発電などはできないようなルールを作る。

■抽象的な提案、意見等
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